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サイエンス 
    
１．概要（Summary） 

本研究は、前年度に武田先端知ビルのスーパークリー

ンルームで開発したマイクロリアクター・アレイ・デバイスを、

引き続き作製した。具体的なニーズ（例えば、単一細胞の

隔離）に応じて、リアクターの規格を改変し、その作製を実

施した。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
クリーンドラフト潤沢超純水付、光リソグラフィ装置 MA-6、

汎用平行平板 RIE 装置、ブレードダイサー、形状・膜厚・

電気特性評価装置群 
 
【実験方法】 

24（縦） × 32（横） × 0.15（厚） mm 角のガラス基板上

に疎水性フッ素ポリマー樹脂とフォトレジストを順次コート・

ベークし、レジストを露光・現像し、そのレジストマスクを利

用してフッ素ポリマー樹脂を選択的にエッチング除去し、

最後にレジストを除去する。出来具合をレーザー顕微鏡

で評価する。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

リアクター規格の変更により、前年度の微細加工条件

を参考とし、加工パラメーター等の最適化を行った。 
その結果、手のひらサイズのエリアにおいて、数十万個

の均一的なリアクター・アレイが出来上がった（Fig. 1）。目
的細胞の形状に応じて、リアクターの直径（1~15 µm）と

深さ（1.5~5 µm）をいくつか設計し、実際に出来上がった

物の規格は、設計値に非常に近かったため、微細加工が

成功したと判断している。 
このデバイスを使ったシングルセル解析は現在進行中

である。 

 
Fig. 1. Massively parallel reactor array device.  
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